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被害概況調査の位置づけ
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災害の発生

概況調査

詳細調査

復旧・復興計画策定

復旧・復興へ

事前準備

～１週間

～１ヶ月

～６ヶ月

６ヶ月～

※「東京都震災復興マニュアル 復興施策編」における「都市復興手順」の概要を参考に作成

• 社会・経済活動の混乱
• 被害拡大の懸念
• 救助・救護活動
• 住民の不安
• 人的リソース不足の懸念

調査の効率化・高度化が
求められている
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リモートセンシングと被害概況調査との関係
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広域性：◎
観測幅：数10～数100km

周期性：◎
1日毎～数10日毎

連続性：◎
期間：数年～数10年

距離：10数～数1000km

耐災害性：〇
気象の影響を受けない

光学：△、合成開口レーダ：◎

機動性：△
観測時間帯が固定

午前／午後：６時、10時、12時

国内で大きめの災害は50km～70km四方の範囲に及び、
大規模災害はそれ以上（例：東日本大震災）

被害箇所を早期に特定するには、
災害前後の情報を比較できると良い

被害発生の要因分析や、被害後の継続監視においては
長期、広域のデータセットが有効

被災地に立ち入らず、リモートで概況調査できるため
もっとも安全な調査ツール

夜間や悪天候時に威力を発揮

衛星リモートセンシングの特徴 被害調査の要件に対する適用性



Ａｌｌ ｒｉｇｈｔｓ ｒｅｓｅｒｖｅｄ ＲＥＳＴＥＣ ２０20

災害関連業務で利用されているRESTECの技術
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光学衛星画像の判読支援

光学衛星画像による
土地改変箇所抽出

 「テンプレートマッチング」や「機械学習」を活用
 変化箇所の識別が可能に
 顧客の業務効率化（５０%程度）を支援
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災害関連業務で利用されているRESTECの技術
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SARデータによる地殻・地盤変動解析
（地表面変位計測サービス）

防災インターフェースシステム
（令和２年７月豪雨の例）

 即時提供可能なアルゴリズムを実装
 被害概況調査効率化を支援

SARデータによる
各種変化抽出アルゴリズム
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JAXAの災害緊急観測を支えて１５年！
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東日本大震災

だいち（ALOS） だいち２号（ALOS-2）

熊本地震

７月九州北部豪雨

東日本台風

７月豪雨

北海道胆振東部地震
７月豪雨（西日本豪雨）

関東・東北豪雨

御岳山噴火
広島土砂災害

岩手・宮城内陸地震
中国・四川大地震

新潟県中越沖地震

能登半島地震

レイテ島地すべり

ハイチ地震
紀伊半島大水害
タイ大洪水
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２４時間３６５日体制によるJAXAの災害緊急観測支援
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だいち２号
災害緊急観測
タイムライン

緊
急

観
測

の
実

施-2Hrs

５時間以内で提供

24時間365日体制

RESTECの総合力と経験で
情報を確実に提供
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短時間で確度が高い判読結果を提供
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土砂移動

浸水被害

 判読、被害箇所のレポートを
３時間程度（観測から５時間
程度）で提供可能

 Cloud環境でどこからでも
 確度：60～80%
 既崩壊地、伐採地などとの

区別が課題
©JAXA

©JAXA
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災害の３次元情報化に向けた取り組み
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令和元年台風第19号（信濃川水系（千曲川））

 浸水域、土砂移動箇所の抽
出精度・判読精度の向上

 ２次元情報 → ３次元情報
 最大浸水範囲の推定
 最大浸水深、体積の概算
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災害情報サービスの実現度
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１年前 現在

観測時刻

この１年で・・・
 １日のうちの観測空白域が減少した → 小型SAR衛星コンステレーションの効果
 観測頻度は改善が不十分 → 2023年以降に期待

観測時刻

SAR

SAR

光学

SAR

SAR

光学＋SAR

SAR
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まとめ ～実用化に向けた課題～
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現状 実用化に向けた課題

RESTECの災害関連業務 • １５年の災害緊急観測支援の経験を活
かし、様々な被害抽出アルゴリズムを提
供（一部はサービス化）。

• JAXAや民間企業の防災業務に貢献

高頻度化、高精度化による災害
情報提供サービスの検討、構築

概況調査における衛星
リモートセンシングの活
用

• JAXA防災利用実証実験の実施成果によ

り、災害時の被害概況調査手法として衛
星リモートセンシングが利用されるように
なってきた

• 【衛星による概況調査→概況把握・ヘリ
調査ルート計画→ヘリ調査→検証】の流
れができてきたことは大きな進歩

• 山地災害、農地被害の概況把握にも波
及してきている

• 国内外の関係機関・関係企業
と連携して観測体制、解析体
制を強化すること

被害抽出アルゴリズム
の自動化・AI化は発展
途上

• 災害前後画像だけでなく、SAR、光学画

像の複合、時系列画像の利用により
80%程度の確度で情報提供

• 顧客の業務を50％効率化できた

• 土砂移動箇所と既存の土砂移
動箇所、森林伐採箇所などと
の識別

• 判読自動化、精度向上

災害情報サービスの実
現に向けて（観測頻度
の向上）

• 現状、条件が良ければ半日に１度、通常
で１～２日に１度の観測。→国内外の大

型衛星を活用し、観測機会を向上させる
工夫をしている

• 国内外の大型衛星による観測
機会向上と小型SAR衛星コン

ステレーションによる空白時間
が減少を想定した技術開発
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